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Windsor Convention & Expo Center, リオデジャネイロ, 2023.10.22. 

29. 森下隆博: PSG波形から読み解く様々な疾患（症例報告）～呼吸波形だけをみていませんか？～③入眠時固有脊髄ミオ

クローヌス. 第 4回日本睡眠検査学会学術集会, ウインクあいち, 名古屋市, 2023.11.12. 

30. 井上雄一: 線維筋痛症における restless legs症候群（RLS）の実態. 日本線維筋痛症・慢性痛学会 第 13回学術集

会, 順天堂大学７号館 有山登メモリアルホール, 文京区, 2023.11.25. 

31. 中山秀章: 睡眠時異常行動と閉塞性睡眠時無呼吸. 第 53回日本臨床神経生理学会学術大会, 福岡国際会議場, 福岡

市, 2023.12.02. 

32. 岡島 義: 命を救う「眠り」の正しい理解と対策. 日本電話相談学会, web, 2023.12.02. 

33. Inoue Y: Treatment effectiveness of orexin agonist on narcolepsy. 4th Congress of Asian Society of Sleep 

Medicine, King Chulalongkorn Memorial Hospital, バンコク, 2023.12.11. 

34. Inoue Y: Sleep Behavior and Sleep Distance during the Pandemic. 4th Congress of Asian Society of Sleep 

Medicine, King Chulalongkorn Memorial Hospital, バンコク, 2023.12.12. 

35. Inoue Y: Sleep behaviors in young generation and its relation to circadian rhythms disorder. 4th Congress 

of Asian Society of Sleep Medicine, King Chulalongkorn Memorial Hospital, バンコク, 2023.12.12. 

36. Inoue Y: Augmentation Associated with Dopamine Agonists: Challenges and Management. 4th Congress of Asian 

Society of Sleep Medicine, King Chulalongkorn Memorial Hospital, バンコク, 2023.12.12. 

37. Okajima I: Effect of CBT-I based on a stepped care model in Japan. 4th Congress of Asian Society of Sleep 

Medicine, King Chulalongkorn Memorial Hospital, バンコク, 2023.12.12. 

 

【学会発表（一般演題）】 

1. 大川匡子: 学校訪問授業による子どもの行動変容. 第 65 回日本小児神経学会学術集会, 岡山コンベンションセンタ

ー・岡山県医師会館, 岡山県, 2023.05.25. 

2. 松井健太郎, 碓氷 章, 武井洋一郎, 栗山健一, 井上雄一: PSG・MSLT指標と睡眠習慣：習慣的睡眠不足の有無からみ

るナルコレプシータイプ 2／特発性過眠症患者の診断特異性. 日本睡眠学会第 45回定期学術集会・第 30回日本時間生

物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.15. 

3. 樋上巧洋, 岡島 義: 働き世代と高齢世代の不眠関連要因の相違：夜間症状と日中症状の比較. 日本睡眠学会第 45

回定期学術集会・第 30回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.15-17. 

4. 竹島正浩, 櫻井 準, 稲田 健, 青木裕見, 家 研也, 喜瀬守人, 吉田絵理子, 松井健太郎, 内藤智博, 志村哲洋, 岡

島 義, 小鳥居望, 山下英尚, 鈴木正泰, 高江洲義和: プライマリケア医の不眠症治療戦略：Webアンケート調査. 

日本睡眠学会第 45 回定期学術集会・第 30 回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 

2023.09.15-17. 

5. 高野裕太, 平澤俊之, 井上雄一: 仕事の生産性の低下とアブセンティーズムに関連する勤労者の日中の眠気の実態. 

日本睡眠学会第 45 回定期学術集会・第 30 回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 

2023.09.15-17. 

6. 碓氷 章, 武井洋一郎, 中山秀章, 井上雄一: 各種睡眠障害の通院継続率. 日本睡眠学会第 45回定期学術集会・第 30

回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.15-17. 

7. 井端累衣, 高野裕太, 町田菜穂, 乳原彩香, 本谷 亮, 岡島 義: Restorative Sleep Questionnaire日本語版の作成と

信頼性・妥当性の検討. 日本睡眠学会第 45回定期学術集会・第 30回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフ

ィコ横浜,横浜市, 2023.09.15. 

8. 岡島 義, 岡田睦未: 女子大学生の睡眠・覚醒リズム問題と認知行動療法による介入効果の検討. 日本睡眠学会第

45回定期学術集会・第 30回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.15. 

9. 平澤俊之, 中山秀章, 井上雄一: 睡眠時無呼吸症候群の受療行動に関連する因子の探究. 日本睡眠学会第45回定期学

術集会・第 30回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.16. 

10. 尾崎章子, 岡島 義, 大橋由基, 松井健太郎, 栗山健一: 高齢者のおける睡眠指針. 日本睡眠学会第 45回定期学術集

会・第 30回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.16. 

11. 西條史祥, 高野裕太, 谷岡洸介, 中山秀章, 碓氷 章, 井上雄一: COMISA患者の特性と CPAPアドヒアランスの検討. 

日本睡眠学会第 45 回定期学術集会・第 30 回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 



2023.09.16. 

12. 遠藤大介, 降籏隆二, 伊藤辰弥, 堀綾子, 永岡賢一, 永田弥人, 植松昭仁, 中山秀章, 權寧博, 陳和夫, 赤星俊樹: 

臨時特例的に認められた電話診療による 6か月間の CPAP遠隔モニタリングの有用性の検討. 日本睡眠学会第 45回定

期学術集会・第 30回日本時間生物学会学術大会 合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.16. 

13. 春田優菜, 長浦由紀, 加藤千穂, 岡島 義, 江藤宏美, 近藤英明: 大学生の不眠に対するデジタル認知行動療法の

有効性：シングルアームパイロット研究. 日本睡眠学会第 45 回定期学術集会・第 30 回日本時間生物学会学術大会 

合同大会, パシフィコ横浜,横浜市, 2023.09.16. 

14. Inoue Y: Comparison of the treatment effectiveness between lemborexant and zolpidem tartrate extended 

release for subjective - and objective insomnia. World Sleep 2023 BRAZIL, Windsor Convention & Expo Center, 

リオデジャネイロ, 2023.10.23. 

15. Inoue Y: Comparison of the treatment effectiveness between lemborexant and zolpidem tartrate extended 

release for insomnia disorder subtypes. World Sleep 2023 BRAZIL, Windsor Convention & Expo Center, リオデ

ジャネイロ, 2023.10.24. 

16. 綾部直子, 田村典久, 大川匡子: 中学生の主観的睡眠不足感の改善における背景要因－学校訪問型睡眠講座による実

践研究から－. 第 64 回日本児童青年精神医学会総会, 弘前市民文化交流館、アートホテル弘前シティ, 弘前市, 

2023.11.15. 

17. Okajima J, Okajima I: Associations between psychological flexibility, depression and insomnia in 

mothers with infants and toddlers. 4th Congress of Asian Society of Sleep Medicine, King Chulalongkorn 

Memorial Hospital, バンコク, 2023.12.12. 

 

【その他の学術講演･研究会発表･研究集会講師･研修会講師】 

1. 井上雄一: 健康な睡眠習慣の秘訣～高齢者のための良い眠り～. 朝日カルチャーセンター講義, 朝日カルチャーセン

ター新宿教室+web, 新宿区, 2023.05.13 

2. 碓氷 章, 睡眠障害の診断と治療. 山梨大学医学部精神神経医学教室同門会第 12回講演会, 山梨大学, 山梨県中央市, 

2023.05.13. 

3. 井上雄一: パーキンソン病と睡眠障害. 主催:武田薬品工業㈱ Crosstalk Web Seminar－パーキンソン病と睡眠障害

－, web, 2023.05.17. 

4. 井上雄一: 不眠症治療 Update. 主催:MSD㈱ お昼の不眠症セミナー, web, 2023.05.19. 

5. 大川匡子: 脳も身体もすっきり～ねむり上手になるための睡眠講座～. 群馬大学医学部講演会, 前橋市, 2023.05.21. 

6. 井上雄一: 不眠治療の現況と課題～治療戦略をめぐって～. 主催:MSD㈱ 睡眠セミナー, web, 2023.05.31. 

7. 井上雄一: 実地医家の視点で考える不眠症治療～適した薬物治療を再考する～. 主催:エーザイ㈱ 不眠症診療セミナ

ー in 鹿児島, TKPガーデンシティ鹿児島中央, web, 2023.06.30. 

8. 井上雄一: 不眠症治療の現況と課題～治療戦略をめぐって～. 主催:MSD㈱ お昼の不眠症懇話会, AP 新宿, 新宿区, 

2023.07.07. 

9. 大川匡子: 睡眠に対する悩みを解消し、看護職を元気に！. 岐阜県看護協会 中濃支部研修会（看護職向けセミナー）, 

みのかも文化の森, 美濃加茂市, 2023.07.08. 

10. 井上雄一: てんかんと鑑別が必要な睡眠障害. 共催:文京てんかん研究会/第一三共㈱/ユーシービージャパン㈱ 第６

回文京てんかん研究会, 御茶ノ水ソラシティカンファレンスセンター+web, 千代田区, 2023.07.13. 

11. 高野裕太: 日中勤務者の過眠の実態について. 主催:吉富薬品㈱ 第１６回精神科臨床睡眠懇話会, web, 2023.07.14. 

12. 大川匡子: 子どもの睡眠と心身の発達～胎児からの子育て～. 鴻巣市食育講演会, 鴻巣市鴻巣保健センター, 鴻巣

市, 2023.07.14. 

13. 武井洋一郎: 技術講習 2「MSLT 手技・解析編」AASM スコアリングマニュアルに基づいた入眠判定および StageR 判定

について. 第 2回日本睡眠検査学会 講習会, web, 2023.7.15-30. 

14. 武井洋一郎: 技術講習 2「MSLT手技・解析編」2021AASM MSLTプロトコールに基づいた MSLT実施手順. 第 2回日本睡

眠検査学会 講習会, web, 2023.7.15-30. 

15. 井上雄一: 実地医家の視点で考える不眠治療～適した薬物治療を再考する～. 主催:エーザイ㈱ エーザイ京都 web講

演会, web, 2023.07.19. 

16. 井上雄一: 勤労世代の不眠を考える. 主催:MAD㈱ 不眠症インターネット講演会, web, 2023.07.25. 



17. 井上雄一: 不眠症の認知行動療法・睡眠薬の適正使用について. 主催:エーザイ㈱ 不眠症診療 WEBセミナー 不眠症

と認知行動療法を考える会, web, 2023.08.02. 

18. 井上雄一: 不眠症治療の現況と課題～治療戦略をめぐって～. 共催:つくばアカデミー・オブ・サイカイアトリー/MSD

㈱ つくばアカデミー・オブ・サイカイアトリー(TAP) 2023 2nd 学術講演会, web, 2023.08.04. 

19. 大川匡子: ぐっすり睡眠で、頭と体の健康づくり. 健康づくり提唱のつどい, 長野バスターミナル会館, 長野市, 

2023.08.06. 

20. 井上雄一: 不眠症治療の現況と課題～アルコール依存症と不眠症を交えて～. 主催:MSD㈱ アルコール依存症と睡眠

セミナー, web, 2023.08.08. 

21. 大川匡子:ふなばし健やかプラン 21（第二次）～休養～「質のよい睡眠を確保し、休養をしっかりと」. 第１回ふなば

し健やかプラン 21推進評価委員会, 船橋市役所本庁舎, 船橋市, 2023.8.10. 

22. 武井洋一郎: ＲＥＭ睡眠行動障害（ＲＢＤ）について. 主催:㈱フィリップス・ジャパン ＰＳＧ検査の解析に関する

講演会, フィリップス・ジャパン東京オフィス, 港区, 2023.08.21. 

23. 井上雄一: 実地医家の視点で考える不眠症治療～適した薬物治療を再考する～. 主催:エーザイ㈱ 不眠症治療戦略を

考える会 in北九州, リーガロイヤルホテル小倉, 小倉市, 2023.08.25. 

24. 井上雄一: 実地医家の視点で考える不眠症治療～適した薬物治療を再考する～. 共催:杉並内科医会/エーザイ㈱ 杉

並内科医会学術講演会, 杉並区医師会館+web, 杉並区, 2023.09.08. 

25. 大川匡子: 高齢者の睡眠について. 知ろう・気づこう 介護予防大作戦, としま区民センター, 豊島区, 2023.09.14 

26. 井上雄一: 不眠症治療の現況と課題～治療戦略をめぐって～.主催:MSD㈱ 城南睡眠障害研究会,web, 2023.09.22. 

27. 大川匡子: 健やかな生活リズムと身体をつくる睡眠の知恵. ひたちなか市・心の健康づくり講演会, ひたちなか市ヘ

ルス・ケア・センター, ひたちなか市, 2023.10.12. 

28. 井上雄一: 不眠量治療の現況と課題～治療戦略をめぐって～. 共催:関東診療内科連絡会/MSD㈱ 第 79 回関東心療内

科連絡会, MSD㈱本社, 千代田区, 2023.10.14. 

29. 大川匡子: 睡眠と心身の安定で健康づくり. 山形県「健康づくり提唱のつどい」, 山形市食糧会館, 山形市, 

2023.10.28. 

30. 井上雄一: 実地医家の視点で考える不眠症治療～適した薬物治療を再考する～.  主催:エーザイ㈱ 秋田県不眠症診

療セミナー, 秋田拠点センター, 秋田市, 2023.11.10. 

31. 中山秀章: 本セミナーの概要/睡眠障害と PSG 総論. 第 20 回睡眠医療・技術セミナー（日本睡眠学会）, web, 

2023.11.14-2023.12.11. 

32. 武井洋一郎: PSG検査 解析の実際. 呼吸器専門グループ研修会, web, 2023.11.17. 

33. 武井洋一郎: PSGの安全管理・事故防止（心電図）.  第20回睡眠医療・技術セミナー（日本睡眠学会）, web, 2023.11.14-

2023.12.11. 

34. 高野裕太, 岡島 義, 安藤孟梓, 岩野 卓, 井上雄一:休日の睡眠時間の延長はプレゼンティーズムを減少させること

ができるのか？. 不眠研究会 第 39回研究発表会, web, 2023.12.02． 

35. 岡島 義, 鈴木美穂, 谷沢典子, 梶山征央, 市川玲子, 秋冨 穣: Digital CBT-Iは労働者の不眠，抑うつ，生産性を

健康レベルに改善するか？. 不眠研究会 第 39回研究発表会, web, 2023.12.02． 

36. 井上雄一: パーキンソン病と睡眠障害. 主催:武田薬品工業㈱ PD WEB SYMPOSIUM -SLEEP WELL LIVE WELL-, web, 

2024.02.06. 

37. 遠藤優宏, 大嶋康義, 穂苅論, 永井明日香, 青木信将, 渡部聡, 小屋俊之, 金澤雅人, 中山秀章, 菊地利明, 下畑享

良: 多系統萎縮症患者に合併した睡眠中の呼吸イベントに対する脈拍イベントの検討. 共催:エーザイ㈱ 第 61 回睡

眠呼吸障害研究会, web, 2024.02.17. 

38. 井上雄一: 実地医家の視点で考える不眠症治療～適した薬物治療を再考する～. 主催:エーザイ㈱ 第 5回多摩精神科

睡眠障害を考える会, web, 2024.02.28. 

39. 井上雄一: レストレスレッグスシンドローム(RLS)研究の現況と展望. 日本睡眠学会 冬の学校 2024（第 11回）, KKR

沼津はまゆう, 沼津市, 2024.03.09. 

40. 岡島 義: 健康と幸福に欠かせない睡眠の役割. 行動リハビリテーション研究会第 12回年次大会, 東京福祉専門学校, 

中央区茅場町, 2024.03.16. 


